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小学６年生。視力は左目が0.04 右目は視力0 

 通常級に在籍し、授業では単眼鏡を主に使用。 
殆どの授業は26ポイント拡大教科書を使用。 

 5年生の時は個別指導の中でiPadを観察や、 
調べ学習、読書指導などに使用してきた。  

 真面目で勉強もピアノも得意な児童として周囲
から一目置かれる存在。A児のがんばりが逆に 

特別な配慮はあまり必要無いように見ら
れてしまう・・・・。 

A児の実態 



1.視覚情報を保障するために実際の
使用への見通しをもつ。      
～個別の場で確認！練習！ 

2.教室の授業で使っていこう。 

 ～機器を日常の学習に持ち込む。 

3.iPadのアプリで目への負担軽減を
図りながら読書などを楽しむ。 

4.自分の「見え方説明書」を作成し、
まわりの人に伝える。 

活動の目的と内容 



教室では最前列の中央の席 

先生の手の動き 

チョークの音を 

手掛かりに書き写
している。 

単眼鏡はもう
一つの目 

1.視覚情報を保証する 
      ～個別の場で確認！練習！～ 

単眼鏡を使った板書視写練習では、100文字
ほどの文章を平均３分半ほどで書き写すことが
できる。 



iPadで写せば視線の移動が
少なく100文字の文章を3分
ほどで書き写すことができる。 
確かめもしやすい。 
（黒板からの距離は約３M) 

カメラアプリを使った
板書視写練習 



家庭科室や理科室等の特別教室の板書 
１番前の席でさえ黒板から５m以上離れている。 

iPadを使って
みよう！ 

黒板が遠くなる
とA児の単眼鏡
（８倍）では、
板書視写に通常
の倍の時間(約６
分近く）かかっ
てしまった。 
 



「明察カメラ」 
８倍まで拡大でき、 
そのままスクロールで
きる。 

iPadで拡大して書き写そう 



～個別の場で確認！練習！～ 
 

  

黒板の画像を目の前で見
ることができて便利。 

でも、ピントがずれてい
ると拡大した時に読めな
いので、ピント合わせに
時間がかかってしまう。 

手振れを防ぐためにはホ
ルダーが必要。 
  



 自分でセットで
きること 

いろいろなタイプの
ホルダーを試した。 

アーム型１ 
安定感はある
が、アームの
関節が固く調

整が難しい。 

卓上型 
iPadを挟み込むタイプ。 

画面の角度の調整はしやすい。
教室の児童机には置くスペー

スが取りにくい。 

アーム型３ 
卓上型と同じiPadを挟み
込むタイプ。画面の角度
を調整しやすく、児童の
机にセットしやすい。今
のところベスト１ 



2. iPadに社会科資料集を取り込み、 
iBooks で資料集を拡大し読むことができた。 

資料集に書き込んだりするので、 
このままでは使えません。 

取り込んだ資料集（PDF）に書き込みのできる
ノートアプリを使ってみよう。 

実際の使用への見通しをもとう。  
～個別の場で確認！練習！～ 

資料集には、拡大版がない。 



GoodNotes 

 手書き練習と共に、
ローマ字入力もした。
キー入力は便利。読み
やすい。 



家では問題集の解
答を拡大して答え
合わせをしている
ので、iPadがない
と困るんです。 

＜成果＞ 

＜課題> 

・自分でプリントや書類などをスキャナーアプリを
使ってiPadに取り込み、書き込みができること。 
 

1.視覚情報を保証する。 
   ～実際の使用への見通しを持とう。 

・カメラアプリ等を使っての板書視写のスキルが身につ
いた。 
・iPadのノートアプリにとりこめば、資料集などのPD
Fに、マーカーで印をつけたり、答えを入力したりでき

るようになった。実際の活用への見通しが持てた。 

使いたい時に 
使える？ 

Cam scaner 



これからA君は、授業の中でも
iPadを使っていくことになった
からよろしくな。 

担任の先生
からの一言
も大きい 

２．教室での授業で使っていこう 
～機器を学習の日常に持ち込む！～ 

自信をもって
iPadを使える
ようになって
きた。 



 実験は、iPad活用の絶好のチャンス 

教卓での教師実験をiPadで撮影し、大型テ

レビに同時に映し出して観察した。  

A児だけでなく、後ろの方で様子が見え
にくかった児童も大型テレビの画面でよ
く観察することができた。 



「ものの燃えかたと空気」の
実験を記録するA児 

持ち込みに対す
るためらいが薄

まった。 



iPadの活用：簡易顕微鏡にする 

ホウセンカの茎の断面図。 

簡単に拡大画像を得ること
ができた。 

iPhone用接眼レンズで、約１０倍に
拡大できる。画面をキャプチャーす
ればさらに大きくできる。 



A君、ぼくに
も見せてくれ

る？ 

いいよ！ 

顕微鏡に卓上スタンドでiPadをセット。 
班の友達と一緒に観察した。 

わたしにも
見せてくれ

る？ 



「A児の見たもの」 
＝「皆が見たもの」 

 

A児は 

自分の見た物
が正しいと 
確信できる 

 

確実な知識として定着 

画像を 
みんなで 
共有 



 ２学期になり、A児は
iPadだけでなく、デジ
タルカメラを毎日持っ
てくるようになった。
場面に応じてICT機器
の選択するようになっ
てきた。 

顕微鏡の接眼レンズに
デジタルカメラのレン
ズは合わせやすい。 

iPadだけでないICT活用 

「火山灰の 
観察」場面 



A児の発見 

理科室の黒板の文字、デジカメだと
どのくらい見えている？ 
 

デジカメで写した画像を iPadに取り
込んでいます。遠くの画像もはっき

りよく見えます。 

このくらいですが、よ
く見えます。 

画像を拡大することも
できるので便利です。 



2.教室での授業で使っていこう 

●理科では実験の記録を取ること、安全に実験
を観察するなど、iPadの有用性を実感した。ま
た、友達と一緒に結果を見ることの良さがわか
り、自分だけが使う抵抗感が薄れてきた。 
 
●デジタルカメラはオートフォーカスとズーム
機能があり、片手操作も可能。単眼鏡の代用と
しても使うことができる。 
また、iPadと同じように画像の記録に使えると
いう便利さがあり、授業の中で自分から使う様
に変化してきた。 

＜成果＞ 



3.目への負担軽減を図りながら読む・書く 

 A児の眼精疲労を軽減する手立てとして、デイ
ジー教科書で予習したり、iBooks での読書を体験
した。 
A児はローマ字入力もできるが、長文を打つ時には
SiRiを使うようになった。アプリを探して起動する
ときにも使っていく。 
今後は、PDFや文書の読み上げができるアプリを使
い、自分の作った文章の読み上げにも使っていく。 
 
 

Voice of  Daisy 
Voice Dream iBooks 

Siri 
 



目的 
自分の見えにくさとそれに伴う困難、 
自分で行っている工夫や得意な事、 
使っている機器についての「見え方説明書」
を作ることで自己の障がい理解をすすめる。 
 周りの人に伝えることができる。 

4.ぼくの「見え方の説明書」の作成 



1.視力について 
2.生活面で困っていること 
3.学習面で困っていること 
4.こんなものを使っています。 
5.こんな工夫をしています。 

 初めてのKeynote、自分の写した写真を
選んで文章を入れていくのは難しかったけ
ど面白かった。 

4.ぼくの「見え方の説明書」作り 

＜内容＞ 



眼の構造と網膜について 
網膜はスクリーンのようなもの！ 

自分のことを知り、自分の目を大切にする。 

 図書室にあった 
人体の図鑑とイ
ンターネットで
調べた。 

●自分の網膜の状態を知り、母親にボール
運動の時にはゴーグルを付けるように言わ
れた理由に気づくことができた。 



カメラで見え方の資料作り 

「見え方カードのための資料作り」 
試行錯誤しましたが、いい資料が撮
れました。 



完成した「見え方説明書」抜粋 



「見え方説明書」の感想 

テキストの
作成に

Siri(音声入
力）を活用 



・説明書を作っていく中で、自分の困り感がはっき
りしてきた。 

・自分が工夫してきたことや使用する機器について
周囲の人に知らせること、時には人の目を借りるこ
との大切さに気付いた。 
・交流会でプレゼンしたことでA児は自信をもって
伝えることができるようになった。 

＜成果＞ 

4．僕の「見え方説明書」の作成 

＜課題＞ 

KeyNoteの画面をなんどもタッチせず、確実に操作
できるように慣れること。 
内容のグレードアップも必要に応じて行なうこと。 



今後に向けて 夢がかなうように 

  
保護者と協力しながら、進学先の学校でもA児
がICT機器を活用して、意欲的に学校生活を送
ることができるよう支援していきたい。 
  

カメラマンになり
たいというA児の将
来の夢を応援して
いきたい。 


